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２
年
前
と
同
じ
師
走
の
総
選
挙
と
な
り
ま
す
。
安
倍
首
相
は
会
見
で
来
年

10
月
の
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
先
送
り
し
、
２
０
１
７
年
４
月
に

10
％
再
増
税
を
「
確
実
に
実
施
す
る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
比
例
代
表
の
予
定
候
補
者
42
人
、
小
選
挙
区
２
９
５
選

挙
区
中
２
９
２
人
の
予
定
候
補
を
発
表
。
沖
縄
の
４
小
選
挙
区
で
は
知
事
選

と
同
様
＝
新
基
地
建
設
反
対
の
枠
組
み
で
、
保
・
革
を
超
え
共
同
し
ま
す
。 

 
日
本
共
産
党
は
、中
川
む
つ
子
さ
ん
を
滋
賀
２
区
の
予
定
候
補
と
し
て
発

表
し
ま
し
た
。
中
川
む
つ
子
さ
ん
の
訴
え
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

追
い
つ
め
ら
れ
解
散 

 

今
度
の
解
散
は
、
消
費
税
増
税
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
原
発
再
稼
働

な
ど
国
民
の
願
い
に
背
い
て
暴
走
す

る
安
倍
政
権
が
、
国
民
世
論
と
運
動

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
で
す
。 

 
 

日
本
共
産
党
は
、
次
の
５
つ
の
転

換
め
ざ
し
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
た
た
か
い
ま
す
。 

１０
％
の
増
税
実
施
か
、
キ

ッ
パ
リ
中
止
か 

 

安
倍
首
相
は
、
消
費
税
１０
％
は

「
先
送
り
」
し
、
そ
の
後
、
景
気
に

か
か
わ
り
な
く
必
ず
増
税
す
る
と
い

う
の
で
す
。
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
富
裕
層
と
大
企

業
に
応
分
の
負
担
を
求
め
、
大
企
業

の
内
部
留
保
２
８
５
兆
円
を
、
労
働

者
や
国
民
に
還
元
さ
せ
ま
す
。
こ
う

す
れ
ば
、
増
税
は
キ
ッ
パ
リ
中
止
し
、

消
費
税
に
頼
ら
な
く
て
も
、
景
気
回

復
、
社
会
保
障
充
実
も
で
き
、
財
政

再
建
も
可
能
と
な
る
対
案
を
示
し
て

い
ま
す
。 

財
界
中
心
の「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
や
め
、
く
ら
し
第
一
で

経
済
立
て
直
し
へ 

 
こ
の
２
年
、
大
資
産
家
と
大
企

業
は
大
も
う
け
。
庶
民
は
物
価
が

上
が
り
、
実
質
賃
金
は
15
ヵ
月
も

連
続
し
て
下
落
し
て
い
ま
す
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
格
差
と
景

気
悪
化
を
つ
く
っ
た
だ
け
。
く
ら

し
第
一
で
経
済
を
立
て
直
し
ま

す
。 

① 

派
遣
労
働
の
拡
大
で
な
く
、

働
く
の
は
正
社
員
が
あ
た
り
ま
え

の
ル
ー
ル
の
確
立
を
め
ざ
し
ま

す
。 

② 

社
会
保
障
の
充
実
を
目
指

し
、
年
金
削
減
や
医
療
費
の
負
担

増
大
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
す
。 

③ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
撤
退
し
、
農
業

や
食
の
安
全
を
守
り
ま
す
。 

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

か
、
憲
法
九
条
生
か
し
た

平
和
外
交
か 

 

集
団
的
自
衛
権
容
認
や
、
武
器

輸
出
３
原
則
を
な
く
し
、
兵
器
産

業
界
か
ら
喜
ば
れ
る
政
権
で
は
、

平
和
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 ア

メ
リ
カ
の
起
こ
す
戦
争
に
、

自
衛
隊
が
行
き
、
武
器
を
使
用
す

る
こ
と
は
日
本
の
防
衛
と
は
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

憲
法
九
条
を
生
か
し
た
平
和
外

交
こ
そ
が
有
用
で
す
。 

原
発
ゼ
ロ
の
日
本
へ 

原
発
再
稼
働
は
、
国
民
の
大
多
数

が
反
対
し
て
い
ま
す
。
な
の
に
、
安

倍
政
権
は
鹿
児
島
・
川
内
原
発
、
福

井
県
の
高
浜
原
発
な
ど
、
再
稼
働
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

福
島
原
発
事
故
を
教
訓
に
、「
原
発

ゼ
ロ
」
の
社
会
に
進
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

沖
縄
の
新
基
地
建
設
や

め
、
平
和
な
島
を 

 

ア
メ
リ
カ
軍
の
新
基
地
建
設
ス
ト

ッ
プ
の
翁
長
知
事
が
圧
勝
し
ま
し
た
。 

 

米
軍
基
地
は
い
ら
な
い
―
―
こ
れ

が
オ
ー
ル
沖
縄
の
声
で
す
。 

今
度
は
「
こ
れ
以
上
、
米
軍
基
地
を

押
し
付
け
る
な
」
と
国
会
の
力
関
係
を

変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

日
本
共
産
党
の
大
躍
進
で

新
し
い
政
治
を 

 
日
本
共
産
党
は
昨
年
の
都
議
選
で
、

民
主
を
抜
い
て
第
二
党
に
躍
進
。
そ
の

後
の
参
院
選
で
は
議
席
を
倍
増
し
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
規
制
法
案
」
を
提
出

し
厚
生
労
働
省
を
動
か
し
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
、
政
治
は
必
ず
変
わ
り
ま

す
。 

 

日
本
共
産
党
の
大
躍
進
で
、
安
倍

暴
走
政
治
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
国
民
の

声
で
動
く
新
し
い
政
治
の
展
望
を
開

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

滋賀2区国政対策委員長 

日本共産党湖北地区委員会常任委員 

彦根市日夏町在住 
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12
月
議
会
が
８
日
開
会
、
12
日
閉
会
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

道
の
駅
・
せ
せ
ら
ぎ
の
里
「
こ
う
ら
」
を
指
定
管
理
（
民
間
会
社
な

ど
に
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
）
に
移
行
す
る
議
案
が
争
点
と
な
り
そ

う
で
す
。
一
般
質
問
通
告
者
は
阪
東
、
西
川
、
山
田
、
野
瀬
、
丸
山

光
雄
、
西
澤
の
各
議
員
の
順
。 

丸
山
光
雄
議
員
、
西
澤
議
員
の
一
般
質
問
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

丸
山
光
雄
議
員 

Ⅰ
、
町
民
の
く
ら
し
応
援
に

つ
い
て 

１
、
く
ら
し
の
応
援
と
し
て
灯
油

代
の
補
助
、
い
わ
ゆ
る
「
福
祉

灯
油
」
の
実
施
を
し
て
ほ
し

い
。 不

要
不
急
の
予
算
を
や
め

て
、
く
ら
し
を
支
え
る
予
算
の

重
視
が
大
切
。 

Ⅱ
、
ゴ
ミ
問
題
の
解
決
の
た

め
に 

１
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
年
間
通
じ
て

週
２
回
収
集
を
。
少
な
く
と
も

町
長
公
約
に
あ
げ
た
現
行
２

ヶ
月
を
４
ヶ
月
に
拡
大
す
べ

き
と
考
え
る
が
。 

 

西
澤
議
員 

Ⅰ
、
来
年
度
の
予
算
・
事
業

を
展
望
し
た
中
で
、
安
心
で

き
る
介
護
保
険
制
度
と
す
る

た
め
に 

１
、
来
年
度
に
は
介
護
保
険
事
業

の
見
直
し
年
度
を
迎
え
、
「
介

護
の
社
会
化
」
と
は
程
遠
い

「
保
険
料
あ
り
て
介
護
な
し
」

と
な
る
改
悪
案
が
浮
上
し
て
い

る
。
政
府
は
軽
度
の
介
護
を
保

険
事
業
か
ら
外
す
と
と
も
に
、

来
年
８
月
か
ら
利
用
料
２
割
負

担
を
導
入
す
る
と
計
画
し
て
い

る
が
、
現
行
の
介
護
保
険
利
用

料
の
減
免
制
度
を
拡
充
す
る
と

と
も
に
町
独
自
の
助
成
措
置
が

必
要
で
は
。 

２
、「
だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て

く
ら
せ
る
町
」
へ
総
合
的
立
案

が
重
要
と
な
る
と
考
え
る
が
。 

３
、
県
下
で
一
番
高
い
介
護
保
険

料
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
実
効

性
あ
る
対
策
が
必
要
な
の
で

は
。
少
な
く
と
も
こ
れ
以
上
値

上
げ
し
な
い
た
め
、
あ
ら
ゆ
る

手
だ
て
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。 

 

Ⅱ
、
防
災
セ
ン
タ
ー
計
画
に
つ

い
て 

１
、
施
設
建
設
の
必
要
性
・
重
要

性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。 

２
、
現
時
点
で
６
〜
７
億
円
の
規

模
と
し
て
い
る
根
拠
は
。
具
体
的

に
説
明
を
。
本
町
の
財
政
規
模
か

ら
す
れ
ば
多
額
の
負
担
で
あ
り
、

町
民
合
意
が
最
優
先
で
は
。 

３
、
防
災
の
た
め
の
単
独
施
設
に
す

る
計
画
か
、
そ
れ
と
も
役
場
改
築

と
連
動
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。 

４
、
も
し
も
の
災
害
時
は
何
と
い
っ

て
も
「
マ
ン
パ
ワ
ー
」
が
一
番
の

頼
り
と
な
る
こ
と
は
各
地
の
災

害
（
大
規
模
・
小
規
模
か
か
わ
ら

ず
）
の
教
訓
で
は
。 

 

Ⅲ
、
官
製
談
合
疑
惑
に
つ
い
て

の
町
長
の
お
詫
び
の
意
味

を
問
う 

１
、
「
不
起
訴
」
イ
コ
ー
ル
「
白
」

と
認
識
す
る
根
拠
は
何
か
。 

２
、
官
製
談
合
の
疑
惑
と
な
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
事
実
は
解
明
さ
れ
、
そ

の
疑
惑
は
根
本
か
ら
晴
れ
た
の

か
。 

３
、
町
長
が
「
告
発
」
し
た
こ
と
を

「
お
詫
び
」
す
る
根
拠
は
ひ
つ
つ

も
な
い
と
考
え
る
が
。 

12月議会日程 

4日（木）全員協議会 
8日（月）会開・一般質問（阪東、

西川、山田、野瀬、丸山光雄、西

澤の各議員の順）、他 
傍聴にお越し下さい。 
12日（金）閉会・討論、採決な
ど。 

いづれも9時開会 


